
船舶事故等調査報告書 

平成２１年１２月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９長第１１２号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２１年４月２７日 ０８時１０分ごろ 

発生場所 長崎県佐世保港第３区 佐世保港離レ灯標から真方位１７８°１,２００

ｍ付近（概位 北緯３３°０４.８８′ 東経１２９°４３.０６′） 

事故等調査の経過  平成２１年９月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

石材運搬船 第六辰
たつ

栄
えい

丸、１,１１２トン 

 １３０４９４、たつみ産業株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 左舷の船底部及びビルジキールに凹曲損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、捨石約８００㎥を積載して、船首約

３.９ｍ、船尾約４.８ｍの喫水で、佐世保港第３区の猪ノ首鼻西方の捨石

投入現場に到着して、投入位置に船体を占位させていたところ、平成２１

年４月２７日０８時１０分ごろ、左舷側船底部に衝撃を受けた。 

 作業を中止して点検したが、浸水はなく、機関の運転及び操舵機の操作

に支障がなかったので、捨石投入を終えて出港した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東南東、風力 １ 

海象：潮汐 上げ潮末期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、佐世保港第３区の猪ノ首鼻西方の捨石投

入位置において、他船が投入を終えた捨石の状況確

認を適切に行わなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、佐世保港第３区の猪ノ首鼻西方において、本船が捨石投入位

置に船体位置を確保しようとした際、他船が投入を終えた捨石の状況確認

を適切に行わなかったため、同捨石に乗り揚げたことにより発生したもの

と考えられる。 

備考  船長は、再発防止のため、捨石投入を終えた場所の確認を徹底したうえ

で船体位置を確保させることとした。 

 




